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１．はじめに 

我が国の社会資本は、建設後 50 年を経過する社会資本の割合が増

大し（図－1）、施設の老朽化や管理不足が起因となる事故の発生が懸

念されている 1)。それが現実となった 2014 年の笹子トンネル天井板落

下事故の発生以後、社会資本の維持管理（インフラメンテナンス）の

あり方が問われ始め、道路橋等の道路施設は５年に１回の近接目視を

基本とした定期点検の実施が義務付けられるなど、インフラメンテナ

ンスに関する環境が急速に変化した。一方、地方自治体等における維

持管理業務の現場では、予算や人材不足、メンテナンス従事者の技術

力不足など様々な課題が山積みとなっている。 

今回、愛媛大学が主催する平成 29 年度四国社会基盤メンテナンスエ

キスパート（以下、四国 ME）養成講座におけるワークショップ科目

の授業補助への参加機会 2)を活用し、現在のインフラメンテナンスの

課題について整理を行った。本文には，そこで新たに抽出された課題

について分析した内容を述べる。 

２．用いた手法と手順（KJ 法による課題分析） 

本ワークショップでは、ブレーンストーミングと KJ法 3)を用い

て課題分析を行った。手順を図-2 に示す。KJ 法による課題分析は， 

ブレーンストーミングによる解決すべき課題の明確化に始まり、そ

れに関わる問題の単位化（カード記入）、その統合・概念化（グル

ーピング）、そして並び替えによる相互関係の図解・構造化を行っ

た。四国 ME に認定された技術者は、認定以前よりそれぞれの専

門分野においてインフラメンテに関わってきたが、一人の技術者と

して各自の意見を抽出、整理することにより、インフラメンテの現

状や今後の課題を認識し、また、お互いの意識を共有するため、本

ワークショップでは【インフラメンテナンスの課題】というテーマ

を設定し、問題点の抽出及び図解化を行った。一連のワークで抽出

した問題点をグルーピングした結果を表-1 に示す。 

３．課題の分析結果 

KJ 法を用いて作成した課題と問題点の相関図を図－3 に示す。

本ワークショップでは、『技術者・技術力不足』や『予算不足』と

いった意見が多く出ていたが、予算不足からさらに生じる問題点と

して『行政判断』を挙げ、今後の維持管理システムを適切に運用し

ていくためには、老朽化した既存インフラを補修して活用するのか、

グループ 抽出された課題の要約 

技術力 
土木技術者数の減少に加え、維持管理分野に

おける技術力が不足 

行政判断 
メンテナンス事業の舵取りを行う行政判断

の重要性を再認識する必要がある 

新技術 
人・予算の減少に対する建設生産性の維持の

ため、ＡＩ等の新技術の導入が必要 

予 算 
点検後の要修繕箇所に対する補修費及び更

新費の必要額が想定よりも多い 

組 織 
国や地方自治体において、点検結果等のデー

タベースの情報共有が出来ていない 

運 用 
メンテナンスサイクルを実施するものの、こ

れらをチェックできる体制になっていない 

技術基準 
改築基準に比べ維持管理基準が少なく、また

修繕後の性能評価方法が確立されていない 

技術者 
インフラメンテナンスの技術保持および習

得に対する社会的評価の遅れ 

特殊ｲﾝﾌﾗ 
歴史的文化財などの付加価値の高い施設に

対しては、特別なメンテ措置が必要 

ﾒﾝﾃ対象 
メンテナンスが必要なインフラ施設が多く、

また年々増加し、点検補修予算が不足 

法 令 
５年に１度の近接目視点検の法令義務によ

り、人員や点検予算の不足が大きな課題 

歴 史 
道路改良に重点が置かれ、維持管理に対する

意識が薄かった 

図-2 KJ 法の手順 
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社会資本の割合 1) 
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どのレベルまで補修するのか、場合によっては、削減（廃

止、撤去、集約）も含めた判断が重要となると考えた。 

また、技術者不足についても、近年の著しい技術革新

を活用し、他分野での活用が拡大している IT技術、VR

技術、ロボット技術などの新技術が参入することにより、

建設市場の活性化、生産性の向上及び長時間労働の解消

などが期待できると考えた。 

４．考察 

今回の相関図に追加すべき課題として、社会資本の老朽化が懸念され

ている現状や維持管理の重要性への社会認識の低さがあると考える。笹

子トンネル事故以前にも維持管理の重要性に対し専門家から警笛は鳴

らされていたが、大事故や大地震による被害など大きな話題にならない

限りマスコミも取り上げず、広く認識されない日本社会にも問題がある

と考えられ、一定期間が過ぎると一般市民の熱は冷め、意識されなくな

ることを繰り返している社会の現状を変えていくことが重要と考える。 

また、５年に１回の近接目視を基本とした定期点検が義務化されてか

ら３年が経過し、社会インフラの点検は進んでいるものの、限られた予

算や人員の中で計画通りに補修や補強が実施できないことが、喫緊の問

題点として取り上げられている。特に、今まで十分な点検や補修を実施

できていなかった地方自治体においては、今後、改築のみではなく維持

補修を踏まえた予算編成に変更する必要があると考えられるため、これ

らの実情を踏まえた問題点についてもさらなる議論が必要である。 

５．おわりに 

四国地域の現状は、全国面積比５％の中に、全国比７％の橋梁や９％

のトンネルを抱えるなど、全国に比べ社会インフラの数が多く（図－4）、

また、平成 28 年度までの点検結果をみると、健全度判定区分が『Ⅲ〔早

期措置段階〕』または『Ⅳ〔緊急措置段階〕』となった道路施設が全国平

均を大きく上回るなど、社会資本の老朽化対策が喫緊の課題となってい

る（図－5、図－6）4)。今後、これらの現状を踏まえ、四国地域のインフ

ラメンテナンスをさらに進めていくためには、幅広い知見や技術力の取

得、技術者や自治体職員の維持管理意識の向上、社会インフラに携わる

人材確保と育成、維持管理に対する一般市民の理解と協力が不可欠と考

える。 

これら数多くの課題に対し、四国 ME も課題解決の一助となるよう、

社会インフラにかかる技術力の取得や人材育成に重点的に取り組んで

まいりたい。 
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図-3 課題と問題点の相関図 

図－6 平成 28 年度トンネル点検結果 4) 

図－5 平成 28 年度橋梁点検結果 4)

図－4 四国地域の現状 4) 
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